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ソフトウェア開発の原則
「ソフトウェア開発  201の鉄則」から かい２４

いろいろな実行上の制約やエラー条件などが決
められないまま設計作業に突入しているので
す。決めるべき人が決めていないか、誰が決め
るか決まっていないのでしょう。
そうなると、設計者が要求や仕様を勝手に想像
して作業を進めるしかなく、エラー処理や細か
な処理条件などが手付かずのまま放置される
か、勝手に設計されてしまいます。当然、この
後に待っているのは「やり直し」作業です。こ
のままでは、作業が前に進まないと分かったと
き、あるいはテスト作業に入って、これでは困
るという判定が示されたときになって、関係者
との「調整」作業が行なわれるのですが、設計
者はそうなることが分かっているものです。

　　　　　要求の忍び込み

最も大きなやり直し作業に繋がるのが、要求の
忍び込み、あるいは機能の忍び込みというもの
です。初期の要求分析の詰めが甘く、必要な機
能を見落としたことで、後になって大きな仕様
の変更が必要になってきます。また、設計作業
を進めていく中で、設計者から出された機能の
変更要求の影響範囲の検討を省いたため、後に
なって多くの機能変更や追加が必要な事が判明
します。この時などは、最初の変更を元に戻せ
るような進め方を指示していないため、結局
は、次々と仕様を追加していくしかなくなりま
す。こうなると「ドロ沼」です。

▼先月、１９９７年の１年間の自殺者の統計が発表された。それによると前年比１２８７人増
の２万４３９１人に達したという。中でも、自営業者と管理職の自殺の伸び率が８％前後で全
体の伸び率を上回っていて、不況とリストラの広がりをそのまま反映している。女性に比べて
男性が２倍以上というのも、行き場を塞がれた男性の姿がそこにある。
▼一方、被雇用者の自殺も 6.0％増の５６９６人に達しており、この中には所謂「過労自殺」
も千人近くいるものと思われる。過労自殺の多くは「職のミスマッチ」に起因している。
「職」が標準化されていない現状では、このミスマッチを避けることは容易ではない。
▼日本では、一般に「神との契約」という考えがないことも、八方塞がりの状態に陥ったとき
自殺が選択肢の一つになりやすい。目の前の仕事をこなす方法や、必要な技術を持ちあわせな
いまま、その仕事に就いていることが問題なのである。その仕事に就くなら、必要な技術と仕
事の仕方を身に付けなければならないし、そうでない人にそのような仕事に就かせてはいけな
い。もっともこのとき失業の問題が発生するが、それでも再生の道はある。
▼景気の回復の兆しが見えない状況にあって、失業する勇気が無ければ、この種の自殺は防げ
ないかもしれない。失業は人生の終着駅ではなく再生の始まりと考えるぐらいでないと難しい
かもしれない。特に、トップの１回の判断ミスで事業が破綻する可能性が高まっている今日で
は、失業の場面に遭遇する機会が増えることが予想される。このような時代にあって、少しで
も早く自殺以外の人生の選択肢を手に入れておく必要がある。

生産性（一人当たりのコード行数で測った場合）は、最高のソフトウェア技術者と最低のソフト
ウェア技術者とでは２５倍もの開きがある。品質（１０００行あたりに見つかったバグの数で
測った場合）は、最高のソフトウェア技術者と最低のソフトウェア技術者とでは１０倍もの開き
がある。
（２０１の鉄則：原理１４１＜管理の原理＝ソフトウェア技術者の能力差は大きい＞）

－年間２万４千人超－

急増する自殺者

　　―　解　　説　―
生産性が２５倍・・・現役のソフトウェア技術
者にとってなんと耳の痛い話しです。というよ
りも想像がつかないのではないでしょうか。単
純に考えれば、最高のソフトウェア技術者の方
では３ヶ月で終わるのに対して、７５ヶ月も掛
かってしまうということになりますが、実際に
は、この２５倍というのは個人の能力差であっ
て、チームではもう少し低くなり、個人の能力
は、ある程度はその中に吸収されてしまいま
す。それでも全体として３～５倍の差になって
しまうことはあります。私自身、個人のレベル
で実際に２５倍の差という状況を体験したこと
はありませんが、１０倍程度の差は感じたこと
があります。１０倍も差があるとほとんどデス
マーチの状態になってしまいます。そして、い
つまでもその状態であるがゆえに、個人も組織
もますます生産性が悪くなっていくのです。も
ちろん、そのような状況では品質も良いはずが
ありません。

　　　　　どこで差がつくのか

なぜそんなに時間が掛かるのか。ソフトウェア
の開発作業には、いろんな作業要素が含まれて
います。大雑把に見ても、要求を聞き出しまと
める作業。要求を効率良く実現するための適切
なアーキテクチャを考える作業。そのアーキテ
クチャに従ってシステムの構成を考える作業。
構成に従ってシステムを設計する作業。その設
計通りにコード化する作業。それぞれの作業の
成果物の欠陥を見つけるためのレビュー。要求
どおりに実現していることを確かめる作業。途
中での要求の変更に対応する作業。さらには、
それらの作業を予定通りに進める為の計画を考
える作業もあれば、計画の変更が迫られたとき
の作業もあります。そしてそれらの作業を円滑
に進めるための技術が、それぞれの作業に応じ
て存在しているのです。
たとえば設計手法は、設計の工程に有効な技術
であって、それ以外の工程にはあまり有効では
ないため、いろんな技術を持っていなければな
らないのです。こうした多くの工程を上手くこ
なしていくための技術や方法を持っている人と
持っていない人とでは、生産性に大きな差が開
くことになるのです。

　　　　　やり直しの差

ところで、実際に作業が遅れていく状況を見て
いると、殆どが無造作に「やり直し」作業を繰
り返しています。それぞれの作業が、ことごと
く中途半端に終わって？いるのです。
例えば、要求が「仕様」として殆どまとめられ
ていないか、大雑把に「要求」のまま示され、

　　　　　　設計の手抜き

これに対して品質の差というのは、一般に、適
切な設計作業が行なわれていないことから生じ
ます。適切な設計が行なわれない理由には、も
ちろん要求の把握の曖昧さも含まれます。最初
から必要な機能や性能が正しく認識されていな
いのですから、そこで行なわれる設計作業自
体、バグを埋め込む作業に他ならないわけで
す。
その次に、設計技術の未熟さが挙げられます。
適切な設計技術を持たないということは、求め
られている要求（仕様）を効率よく実現するた
めの作業ステップを持っていないということで
す。まともな設計書も書かないで、直接、ソー
スを打ち込んでいく作業には、分析も設計もイ
ンプリメントも全部混ぜられています。そのた
め、どの「行為」が悪かったのか全く判断でき
ません。当然、相当のバグが入り込むことは避
けられないのですが、「プロセス」が見えない
ため、改善の糸口が掴めないわけです。言い換
えれば、大工としての能力を持たない人に家を
建てさせているようなものです。

　　　　優れたエンジニアが育たない

結局、このような作業のスタイルを持っている
組織では、頻発するバグや仕様の変更によって
やり直し作業が繰り返され、関係者全員が効率
の悪い作業のやり方に引きずられてしまいま
す。そうして「時間がない」というパターンに
はまり込んでしまうわけです。
最初に触れたように、ソフトウェアの開発を効
率良く進めるには、それぞれの作業ステージを
上手く進めるために必要な技術や方法を身に付
けなければなりません。「分析・設計手法」が
有効な作業ステージは、全体の２～４割程度で
あって、それだけでソフトウェアの開発が上手
く行くわけではありません。もっと、多くの作
業ステージに応じた技術を身に付けなければな
りません。そうでない限り、２５倍もの差をつ
けられてしまうことになります。
是非とも、「ＣＭＭ」の「レベル１から２」で
提案されているようなテーマに取り組んで、
「時間がない」パターンから脱出してくださ
い。そうでなければ、何も始まりません。
　　　　　　　（次号に続く）
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我
が
国
は
急
速
な
高
齢

化
を
迎
え
て
い
る
と
い

う
だ
け
で
は
な
い
。
最

近
の
新
生
児
の
出
生
数

は
、
団
塊
の
世
代
に
比

べ
て
半
分
近
く
に
ま
で

減
少
し
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
二
〇
〇

五
年
頃
に
は
全
体
の
人
口
が

減
少
に
転
じ
る
可
能
性
が
高

い
。

マ
キ
ア
ベ
リ
は
人
口
の
流
入

を
計
る
方
法
と
し
て
二
つ
の

方
法
を
示
し
て
い
る
。
一
つ

は
「
愛
」
で
、
も
う
一
つ
は

「
力
」
で
あ
る
。
「
力
」
と
は
戦
争
な
ど

の
方
法
で
強
制
的
に
移
住
さ
せ
る
こ
と
で

あ
る
。
先
の
敗
戦
の
際
の
ソ
連
軍
に
よ
る

シ
ベ
リ
ア
へ
の
強
制
的
な
収
容
は
そ
の
例

で
あ
る
し
、
か
っ
て
ア
メ
リ
カ
も
ア
フ
リ

カ
か
ら
大
量
の
人
た
ち
を
奴
隷
と
し
て
移

住
さ
せ
た
。
も
っ
と
も
今
日
で
は
、
こ
の

方
法
は
簡
単
に
は
使
え
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
「
愛
」
に
よ
る
人
口
流
入

策
と
は
、
移
住
し
た
い
と
思
う
者
に
門
戸

を
解
放
し
、
彼
ら
が
安
全
に
住
む
こ
と
が

出
来
る
状
況
を
整
え
る
こ
と
で
あ
る
。
国

に
勢
い
が
あ
れ
ば
人
は
集
ま
る
。
そ
こ
で

は
税
金
も
安
い
だ
ろ
う
し
、
仕
事
も
あ
る

だ
ろ
う
。
逆
に
政
治
が
混
乱
し
「
愛
」
が

無
く
な
れ
ば
人
々
は
国
を
去
っ
て
い
く
。

難
民
と
い
う
状
態
に
な
る
前
に
、
潮
が
引

く
よ
う
に
し
て
人
も
引
い
て
い
く
。
そ
の

実
例
が
、
い
ま
ま
さ
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

見
る
こ
と
が
出
来
る
。

文
部
省
の
諮
問
機
関
で
あ
る
大
学

審
議
会
が
、
一
年
間
に
履
修
す
る

単
位
数
に
上
限
を
設
け
る
方
向
で

答
申
を
出
す
と
い
う
。
就
職
協
定

の
廃
止
も
あ
っ
て
、
学
生
の
就
職

活
動
が
早
ま
り
、
最
近
で
は
四
年

間
の
必
要
な
単
位
を
三
年
ま
で
に

取
っ
て
し
ま
い
、
最
後
の
一
年
間

は
「
就
職
活
動
」
に
専
念
す
る
状

況
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
れ
だ

け
簡
単
に
必
要
な
単
位
が
取
れ
る

と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

逆
に
、
一
時
限
の
授
業
の
為
に
、

最
低
二
時
間
の
予
習
と
復
習
が
必
要
だ
と

す
れ
ば
、
学
生
が
一
年
間
に
履
修
で
き
る

単
位
数
は
、
自
ず
と
制
限
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
が
、
審
議
会
が
こ
の
よ
う
な
答
申
を

出
す
と
い
う
こ
と
は
、
現
実
に
は
そ
う

な
っ
て
は
い
な
い
の
だ
ろ
う
。
授
業
に
出

て
い
な
い
時
間
の
殆
ど
を
ア
ル
バ
イ
ト
に

使
っ
て
も
卒
業
で
き
る
と
い
う
状
況
が
、

そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
▼
▼
　
二
つ
の
問
題

こ
の
よ
う
に
必
要
な
単
位
が
簡
単
に
取
れ

る
状
況
に
あ
っ
て
は
二
つ
の
問
題
が
考
え

ら
れ
る
。

一
つ
は
、
基
礎
学
力
が
不
足
し
た
ま
ま
卒

業
し
て
し
ま
う
こ
と
。
実
際
、
日
本
で
は

情
報
処
理
系
を
卒
業
し
て
き
た
と
い
っ
て

も
、
デ
ー
タ
構
造
や
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
全
般

に
つ
い
て
の
知
識
は
殆
ど
身
に
つ
い
て
い

な
い
。
彼
ら
の
多
く
は
、
習
っ
た
記
憶
は

あ
る
と
い
う
が
、
そ
の
こ
と
が
、
逆
に
彼
ら

の
向
上
心
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
。

職
場
で
は
、
彼
ら
は
既
に
ソ
ウ
ト
ウ
ェ
ア
の

開
発
に
必
要
な
基
礎
知
識
を
修
得
し
て
い
る

も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
現
場
に
回
っ
た
あ

と
は
、
当
然
“
そ
れ
な
り
に
”
出
来
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
だ
が
現
実
に
は
、
基
礎
知

識
は
不
足
し
て
い
て
、
目
の
前
の
問
題
（
仕

事
）
に
上
手
く
対
応
で
き
な
い
。
周
囲
の
冷

や
や
か
な
視
線
を
感
じ
な
が
ら
、
彼
は
最
初

か
ら
デ
ス
マ
ー
チ
の
中
に
放
り
込
ま
れ
る
こ

と
に
な
る
。
中
途
半
端
な
知
識
で
解
決
方
法

を
持
た
な
い
こ
と
が
、
彼
を
窮
地
に
追
い
込

む
こ
と
に
な
る
が
、
そ
こ
に
は
も
う
一
つ
の

問
題
が
絡
ん
で
く
る
。

二
つ
目
の
問
題
は
、
予
習
も
復
習
も
無
し
に

安
易
に
単
位
が
取
れ
る
こ
と
で
、
「
学
ぶ
習

慣
」
を
身
に
付
け
な
い
ま
ま
卒
業
し
て
し
ま

う
こ
と
で
あ
る
。
実
は
こ
の
方
が
問
題
と
し

て
は
根
が
深
い
。
彼
ら
に
は
「
授
業
に
出
席

す
る
」
だ
け
と
い
う
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い

る
よ
う
に
も
思
え
る
。
私
が
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
や
、
Ｃ
Ｍ
Ｍ
な
ど

の
開
発
手
法
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
て

も
、
「
聞
い
て
い
る
」
だ
け
で
「
学
ぶ
習

慣
」
が
欠
け
て
い
る
様
子
が
良
く
見
え
る
。

　
▼
▼
　
学
ぶ
行
為
が
身
に
付
か
な
い

こ
の
状
況
を
も
う
少
し
具
体
的
に
言
う
と
、

二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
て
、
一
つ
は
「
授

業
に
出
席
す
る
だ
け
」
と
い
う
パ
タ
ー
ン

で
、
も
う
一
つ
は
適
当
に
「
レ
ポ
ー
ト
で
切

り
抜
け
る
」
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
四

年
と
い
う
時
間
を
使
っ
て
身
に
付
け
た
の
が

こ
の
二
つ
だ
と
す
れ
ば
、
悲
し
い
話
し
で
あ

る
。
大
学
は
そ
れ
で
も
卒
業
で
き
た
か
も
知

れ
な
い
が
、
人
生
は
そ
れ
で
は
卒
業
で
き
な

い
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
早
く
気
付
く
べ
き

だ
。

大
学
の
単
位
履
修
条
件
が
甘
い
た
め
に
、
人

生
に
最
も
重
要
な
時
期
に
、
「
学
ぶ
」
と
い

う
大
事
な
習
慣
を
身
に
付
け
損
ね
た
と
す
れ

ば
、
笑
い
事
で
は
済
ま
な
い
。
特
に
、
会
社

に
入
っ
て
仕
事
に
就
い
た
あ
と
は
、
「
学

ぶ
」
習
慣
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
は
致
命
的

な
問
題
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
。
自
分
の

周
り
に
優
れ
た
仕
事
の
仕
方
を
す
る
人
が
い

て
も
、
そ
の
人
か
ら
何
も
学
べ
な
い
し
、
技

術
が
向
上
し
な
い
の
で
あ
る
。

社
内
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
機
会
が
あ
っ
て
「
教

わ
る
」
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
こ
で
教
わ
る

こ
と
が
出
来
る
の
は
受
け
手
が
そ
の
時
点
で

消
化
で
き
る
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
「
学
ぶ
」

姿
勢
に
よ
っ
て
自
ら
学
習
し
な
い
か
ぎ
り
、

実
際
に
は
殆
ど
何
も
手
に
入
れ
る
こ
と
は
出

来
な
い
。

別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
手
法
や
技
法
を

「
本
」
な
ど
の
媒
体
を
通
じ
て
何
か
を
手
に

入
れ
よ
う
と
言
う
場
合
、
そ
こ
に
文
字
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
書
き
手
の
伝
え
た
い

こ
と
の
一
部
で
あ
り
、
し
か
も
読
み
手
が
一

度
読
ん
で
手
に
入
る
の
は
、
そ
の
ま
た
一
部

で
あ
る
。
こ
こ
に
も
本
か
ら
「
学
ぶ
」
と
い

う
姿
勢
と
そ
の
方
法
を
持
っ
て
い
な
け
れ

ば
、
重
要
な
こ
と
は
殆
ど
手
に
入
ら
な
い
。

　
▼
▼
　
ア
メ
リ
カ
の
状
況

ア
メ
リ
カ
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
サ
イ
エ

ン
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
Ａ
Ｃ
Ｍ
と
い
う
組

織
が
用
意
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
専
門
家
に

な
る
た
め
の
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
と
、
と
て

も
ア
ル
バ
イ
ト
は
出
来
な
い
。
一
時
限
の

授
業
に
対
し
て
二
〜
三
時
間
の
予
習
と
復

習
が
必
要
に
な
る
。
し
か
も
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
だ
け
で
も
数
科
目
選
択

し
な
け
れ
ば
間
に
合
わ
な
い
。

最
近
、
ア
ジ
ア
の
通
貨
が
下
が
っ
た
こ
と

で
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
す
る
子
供
へ
の
仕

送
り
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ

の
た
め
留
学
生
の
授
業
に
特
別
の
配
慮
を

す
る
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
道
の
専
門
家
を
目
指
す
彼
ら
は
ア
ル

バ
イ
ト
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
◆
　
　
◆

文
部
省
の
審
議
会
が
ど
の
よ
う
な
答
申
を

出
す
か
わ
か
ら
な
い
が
、
授
業
の
内
容
や

進
め
方
に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
な
く
、
た

だ
、
年
間
の
履
修
単
位
を
制
限
す
る
よ
う

な
「
キ
ャ
ッ
プ
制
」
で
は
、
何
の
意
味
も

な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

学ぶ習慣

「
自
国
を
大
国
に
し
た
い
と
思
う
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
用
い
て
人
口
の
流
入
を
計
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
豊
か
な
人
口
な
し
に
大
国
に
な
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
」
（
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
）

今月の
一言

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
今
日
に
あ
っ
て
、
企

業
も
人
も
国
を
選
ぶ
時
代
に
入
っ
た
。
今

や
、
活
動
し
や
す
い
国
を
選
ん
で
移
動
す

る
時
代
で
あ
る
。
同
時
に
こ
の
こ
と
は

「
企
業
」
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
に
気
付

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。多

く
の
先
進
国

で
は
、
早
晩
、

人
口
が
減
少
に

転
じ
る
可
能
性

が
あ
る
。
そ
れ

を
引
き
延
ば
す

た
め
に
、
何
ら

か
の
形
で
「
移

民
」
を
受
け
入

れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
「
経
済
大

国
」
と
称
さ
れ
た
こ
の
国
は
、
今
、
人
口

が
大
き
く
減
少
す
る
と
い
う
事
実
を
目
前

に
し
て
、
何
も
対
応
策
を
講
じ
て
い
な

い
。
ま
さ
か
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
の
「
大
国
」

の
定
義
に
挑
戦
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い

だ
ろ
う
。


